
畑
品種：ヴェルデーカ、フィアーノ

他
醸造

ステンレスタンクで発酵

ステンレスタンクで半年間熟成

畑
品種：ネグロ・アマーロ80%、プ

リミティーヴォ20%
醸造

ステンレスタンクで発酵

ステンレスタンクで半年間熟成

Cantina Fiorentino / Valle dell’Asso

カンティーナ・フィオレンティーノ / ヴァッレ・デッラッソ

　カンティーナ・フィオレンティーノは、2014年に、ピエールアントニオ・フィオレンティーノ氏のおこしたワイナリー。企業へのエネルギー効率や、自

然エネルギーの活用のコンサルタント会社を経営しているが、ワイナリー所有の夢は捨てきれなかった。当初から、ビオロジック栽培でのワイン造りを考

えており、ヴァッレ・デッラッソとの合併時の畑を合わせて、現在100ha以上の所有ブドウ畑で、ビオロジック認証を取っている。

　ヴァッレ・デッラッソは、1920年からプーリア州ガラティーナで70ha以上のブドウ畑を持ちながら、地域やイタリア国内を中心に、低価格のクオリ

ティーワインを提供し続けてきた。環境への意識も高かった、故ルイージ・ヴァッローネ氏は、90年代から畑でのビオロジック栽培を導入し、2004年に認

証も取得した。ガラティーナはイタリア国内でも日照時間が長く、気温の高い地域であるが、下草を生やし、適度な酸味を残せるように栽培、収穫を気を

付けているヴァッレ・デッラッソのワインには、煮詰まった果実味は感じない。そして2016年、同ガラティーナ地域のワイナリー、カンティーナ・フィオ

レンティーノと合併をする。

ルビーレッドの色調、タバコのアロ

マ、しっかりしたブドウの味わい、ま

ろやかでフルーティで余韻も長い。

ラシーヌ専用のアッサンブラージュ。

備考

○IGT Salento Bianco - Lenze

サレント・ビアンコ　レンツェ

備考

色調は淡いわら色、ほのかなハーブ香

とさっぱり感のあるフルーティさ、

ハーモニーのとれたブレンド。

ラシーヌ専用のアッサンブラージュ。

●IGT Salento Rosso - Lenze

サレント・ロッソ　レンツェ


